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Ⅰ．２００９年度第３四半期連結決算の概要



第３四半期決算実績サマリー　第３四半期決算実績サマリー　

（億円）

【受注高】

プラント・環境を除く全ての事業で受注

が減少

【売上高】

船舶は増収になったものの、汎用機、

油圧機器等の量産品部門を中心に減収

となった

【損益】

量産品部門を中心に固定費削減を進め

たものの、欧米市場の落ち込みによる

減収と円高の影響等により、航空宇宙と

船舶を除いて減益となった

１４６

１０４

　７４

２１５

１４７

９，５４９

１０，８７２

2008年度

3Q累計

▲１７７▲１０３四半期純利益

９５ドル（￥／＄）売上加重

平均レート １３２ユーロ（￥／EUR）

▲２７０▲５５経常利益

▲２８７▲１４０営業利益

▲１，５６９７，９８０売 上 高

▲４，３７３６，４９９受 注 高

増　減
2009年度

3Q累計
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前年同期比損益増減要因分析　①前年同期比損益増減要因分析　①

前年同期比　▲２８７億円（2008.3Q累計 １４７億円 ⇒ 2009.3Q累計 ▲１４０億円）【営業損益】　

- 2 -

▲ 140

147

＋ 34

＋ 46

▲ 152

▲ 226

▲ 95 ＋ 105

2008.3Q

減収の影響

為替の影響

売上構成変動・
その他

販売費及び
一般管理費の減少

素材価格
低下の影響

会計基準変更の影響
　　・棚卸資産評価　+21
　　・工事契約　+13

2009.3Q



【営業外損益】　　

前年同期比損益増減要因分析　②前年同期比損益増減要因分析　②

　

前年同期比　＋１６億円（2008.3Q累計 ６８億円 ⇒ 2009.3Q累計 ８５億円）

【特別損益】　　前年同期比 ▲２６億円（2008.3Q累計▲４５億円 ⇒ 2009.3Q累計▲７１億円）

金融収支 （受取配当金を含む）

持分法による投資利益

為替差損益　

その他

　＋　１億円 （▲１４億円 ⇒ ▲１２億円 ）

　▲２１億円 （ ６５億円 ⇒ 　４３億円 ）

　＋４１億円 （ ２６億円 ⇒ 　６７億円 ）

　▲　４億円 （ ▲ ８億円 ⇒ ▲１３億円 ）

訴訟損失引当金繰入額

その他　　　　　　　　

▲１８億円 　（▲５１億円 ⇒ ▲６９億円）

▲　７億円　 （　 　５億円 ⇒ ▲２億円 ）

※1 ※2

※１　ごみ焼却施設に関する公正取引委員会からの課徴金相当額

※２ ごみ焼却施設の発注者から当社に対する損害賠償請求訴訟等による損失発生見込額
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セグメント別決算実績セグメント別決算実績

－－－－－－－－－全社又は消去

１４７

２６

７０

▲７７

５３

６７

▲４３

７７

▲２５

2008年度
3Q累計

▲１，５６９

▲１０８

▲２１０

▲９５４

▲１８９

▲９９

▲７１

▲９４

＋１５９

増 減

７，９８０

６９０

４７１

１，５２３

４７１

１，２８８

１，１９３

１，２２３

１，１１７

2009年度
3Q累計

９，５４９

７９８

６８２

２，４７８

６６１

１，３８８

１，２６４

１，３１８

９５８

2008年度
3Q累計

売上高

▲２８７

▲２８

▲２６

▲１７９

▲５４

▲３９

＋３７

▲３０

＋３３

増 減

▲１４０

▲２

４３

▲２５６

▲１

２７

▲６

４６

７

2009年度
3Q累計

営業損益

▲４，３７３６，４９９１０，８７２合　　　計

▲２０９６７６８８６そ　の　他

▲２５０４６５７１５油圧機器

▲９５４１，５２３２，４７８汎　用　機

＋２９６９１２６１６プラント・環境

▲１，４０７１，３８５２，７９３ガスタービン・機械

▲７７７９９８７７航空宇宙

▲１，２３４６３０１，８６４車　　　両

▲５３６１０４６４１船　　　舶

増 減
2009年度
3Q累計

2008年度
3Q累計

受注高

（億円）
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船　　舶船　　舶　　
主要製品：　LNG船、LPG船、VLCC、バルクキャリア、潜水艦　等（億円/各期の数値は累計）
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＜新造船の受注・売上隻数＞ （隻）

2008年度 2009年度 2008年度 2009年度

LNG船 １ ８（６） ５（５）

LPG船 １ ３（２） ２（２）

VLCC １（０） １（０）

ﾊﾞﾙｸｷｬﾘｱ ５ ４（０） １０（６）

潜水艦 １（１） ２（２）

合　計 ６ １ １７（９） ２０（1５）
注）括弧内は進行基準売上（内数）

受注 （3Q累計） 売上 （3Q累計）

売上

190

537

958

1,264

394

652

1,117

1,500

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　1,500）

受注

206

584
641

715

18 27
104

200

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　500）

営業損益

0 2

14
7

20

▲6

▲25

▲10

0

0

0

0

0

0

0

1Q 2Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

3Q 2008年度 1Q

（11月公表　35）

　当第３四半期実績　（前年同期比）

受注 　　　海運市況の低迷による新造船受注の大幅な減少

売上 　 　　売上隻数の増加、大型船の売上増加

営業損益　 増収および資材費低下等による採算性向上により
　　　　　　　 増益

　２００９年度見通し　（11月公表比）

・ 低調な新造船需要を織込み、受注見通しを引き下げ

・ 売上は変更なし

・ 資材費低減対策の進捗状況見直し及び納期調整による操業
変動等により、損益見通しを引き下げ

　 （参考）中国での合弁事業について

１９９５年１２月、中国海運最大手COSCO社と合弁で、中国の南通市
にNACKSを設立。同社では川崎造船の技術支援のもと、COSCO社を
はじめ中国国内外の顧客向けの各種商船を建造。（持分法適用会社）



車　　両車　　両
主要製品：　各種電車（新幹線含む）、機関車、客車、ホームドア、ギガセル（二次電池）（億円/各期の数値は累計）
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売上

361

836

1,318

1,864

408

801

1,223

1,650

0

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　1,650）

営業損益

23

70
77

113

16
32

46

90

0

20

40

60

80

00

20

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　90）

建設機械除くベース
1,057

建設機械除くベース
74

受注

982
1,360

1,864

2,646

280 445 630

1,400

0

0

0

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

建設機械除くベース
1,632

（11月公表　1,400）

　当第３四半期実績　（前年同期比）

※建設機械を除くベースの数値と比較

受注 　　・ シンガポール向け地下鉄電車（１３２両）の受注獲得
　　　　　　 ・ JR向け大口受注案件の減少

売上　 　 JR各社向け、海外向け鉄道車両の増加

営業損益　 円高による輸出案件の採算性低下等により減益

　２００９年度見通し　（11月公表比）

受注、売上、損益とも変更なし

　 （参考）海外新規プロジェクトへの取り組み状況

・インド貨物専用新線西回廊（デリー～ムンバイ）
　 ー円借款案件、電気機関車を受注すべく活動中

・ホーチミン地下鉄1号線
　 ー円借款案件、他社とコンソーシアムを組んで入札する
　　　（２０１０年７月予定）

・北米

ー地下鉄、客車・電車を中心に受注活動中

　　　 北米市場向けLRVを開発中

・高速鉄道

　　ー北米、ブラジル、インド、ベトナム等で計画あり



航空宇宙航空宇宙
主要製品：　防需航空機、民需航空機分担製造品（ボーイング・エンブラエル）、誘導機器システム（億円/各期の数値は累計）
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受注

275
583

877

2,391

114
465

799

1,600

0

0

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　1,600）

（11月公表　1,800）

営業損益

2 5

26 25

▲6

▲21

▲43 ▲410

0

0

0

0

1Q 2Q 2Q 2009年度
見通し

3Q 2008年度 1Q 3Q

（11月公表　25）

売上

395

952
1,264

2,004

266

733

1,193

1,800

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　1,800）

　当第３四半期実績　（前年同期比）

受注　 　　 BOEING社向けB777分担製造品等の減少

売上　 　 防需案件の減少等

営業損益 B787の開発スケジュール変更に伴う費用計上時期
　　　　　　　 見直しの影響等により損益改善

　２００９年度見通し　（11月公表比）

受注、売上、損益とも変更なし

　 （参考）次期輸送機（XC-2）の初飛行について　

２０１０年１月２６日、当社岐阜工場において、次期輸送機（XC-2)の試
作１号機の初飛行に成功。
次期輸送機（XC-2）は現有機「C-1」の後継機として、２００１年１１月に
当社が防衛省から主担当企業として指名され、協力企業をはじめとす
る開発参画企業とともに開発作業を進めている。
今後は、同工場において引き続き社内飛行試験を実施し、当年度中
に防衛省へ納入する予定。



ガスタービン・機械ガスタービン・機械
主要製品：　航空機用エンジン、産業用ガスタービン・コージェネレーション、陸用・舶用タービン、ディーゼル機関、空力・水力機械
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受注

591

1,193

2,793

3,555

523
998

1,385

2,200

0
0
0
0
0
0
0
0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（億円/各期の数値は累計）

売上

449

917

1,388

1,951

447

834

1,288

2,000

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　2,200）

（11月公表　2,000）

営業損益

22

47

67

110

9 6

27

70

0
5

30
45
60
75
90
05
20

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　70）

＜航空エンジン　主要参画プロジェクト概要＞

Ｖ２５００ Ｔｒｅｎｔ１０００ ＴｒｅｎｔＸＷＢ

主な搭載機 A320 他 B787 A350

参画方式 Full Partner方式 RRSP方式
（※)

RRSP方式
（※)

当社参画比率 約6% 約8.5% 約7%

担当部位
ﾌｧﾝｹｰｽ、

低圧圧縮機のﾌﾞﾚｰﾄﾞ、
ﾍﾞｰﾝ、ﾃﾞｨｽｸ他

中圧圧縮機(IPC)
ﾓｼﾞｭｰﾙ

中圧圧縮機(IPC)
ﾓｼﾞｭｰﾙ

（※）Risk & Revenue Sharing Partner方式

　当第３四半期実績　（前年同期比）

受注　　 　 前年同期に大口受注のあった航空エンジン分担

　　　　　　　　製造品や舶用ディーゼル主機関、舶用推進機等

　　　　　　　　の減少

売上　　　　　航空エンジン分担製造品、舶用ディーゼル主機関　
　　　　　　　　等の減少

営業損益 減収および円高の影響等により減益

　２００９年度見通し　（11月公表比）

受注、売上、損益とも変更なし



プラント・環境プラント・環境
主要製品：　産業用プラント（セメント、化学等）、発電プラント、LNG・LPGタンク、都市ごみ焼却施設、掘削機（億円/各期の数値は累計）
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売上

202

466

661

1,051

131

357
471

1,000

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　1,000）

受注

287
490

616

836

132
325

912

1,300

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　900）

営業損益

46
53

89

10

75

▲1
▲6

16

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 2Q 2009年度
見通し

　当第３四半期実績　（前年同期比）

受注　 　　　 海外向け大型肥料プラントの受注等による増加

売上　 　　　 海外向け大型プラントの減少

　　　　　　　　 前年度の大型案件：韓国/ﾌｪﾛﾆｯｹﾙ精錬ﾌﾟﾗﾝﾄ

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ﾊﾟｷｽﾀﾝ/尿素ﾌﾟﾗﾝﾄ

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ﾍﾞﾄﾅﾑ/ｾﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝﾄ 　 等

営業損益　 減収による減益

　２００９年度見通し　（11月公表比）

・ 海外向け大型案件の受注等により、受注見通しを引き上げ

・ 売上は変更なし

・ 既受注案件の順調な進捗によりコスト改善が進み、損益見通し
を引き上げ

　 （参考）中国での合弁事業について

２００６年より中国セメント業界最大手のCONCHセメントと合弁事業を
開始。現在までに３つの合弁企業を設立し、中国におけるセメント排熱
発電設備・セメント製造設備（プレヒーター、キルン、ミル等）の設計から
製造、販売、アフターサービスまでの一貫体制を確立。今後さらに、中
国における環境保全・省エネルギー技術の普及に貢献していく。

（11月公表　60）

1Q 3Q



汎　用　機汎　用　機
主要製品：　二輪車、四輪バギー車（ATV）、多目的四輪車、パーソナルウォータークラフト、汎用エンジン、産業用ロボット

　当第３四半期実績　（前年同期比）

売上　　　 ・ 欧米の二輪車市場縮小による販売減
・ 各種産業用ロボットの減少

営業損益　　限界利益率の向上、固定費削減等を進めたものの、
　　　　　　　　減収および円高の影響等により損益悪化

　２００９年度見通し　（11月公表比）

・ 北米市場向け大型二輪車等の想定以上の販売減により、
　売上見通しを引き下げ

・ コストダウン、固定費削減を強力に推進しているものの、
　 減収の影響等により、損益見通しを引き下げ

　参考　

・中国においてKYMCO社と合弁で汎用ガソリンエンジンの生産・販売
　会社を設立。工場は２０１０年１月より稼動を開始した。
　（持分法適用会社）

・２００９年１０月、ブラジル現地法人で二輪車の生産を開始。　

売上

940

1,776

2,478

3,364

602
1,062

1,523

2,200

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（億円/各期の数値は累計）

（11月公表　2,400）

営業損益

3

▲256
▲280

▲166

▲101
▲77

▲56
▲18 2Q

2008年度1Q 3Q 1Q 2Q 3Q

2009年度
見通し

（11月公表　▲260）

＜コンシューマー向け製品 地域別売上台数・金額＞ （千台、億円）

台数 金額 台数 金額 台数 金額 台数 金額
国内 17 118 19 147 13 102 17 130
北米 134(73) 956 197(118) 1,343 60(37) 421 94(60) 600
欧州 68 550 97 732 49 391 73 562

その他 151 343 210 449 159 319 230 448

合計 370 1,967 523 2,671 281 1,233 414 1,740
注1)二輪車、四輪バギー車（ATV）、多用途四輪車、パーソナルウォータークラフト（「ジェットスキー」）及びこれらの
　　　関連製品を含む。
注2)括弧内は二輪車分を示す。（内数）

2008年度 2009年度
3Q累計 3Q累計通期 通期見通し
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油圧機器油圧機器
主要製品：　油圧機器（ポンプ・モーター・バルブ）、陸用油圧装置、舶用油圧装置、精密機械・機電製品

　当第３四半期実績　（前年同期比）

受注 　　　 日・米・欧における建設機械の需要減による減少

売上 　　　 建設機械向けの減少等

営業損益　 減収による減益

　２００９年度見通し　（11月公表比）

・ 受注、売上は変更なし

・ アジア新興国向け販売の堅調な推移、モデルミックスの好転　
　 等により、損益見通しを引き上げ

　（参考）中国での事業展開について

中国における需要増に対応するべく、中国蘇州に現地法人を設立し、
２００６年８月より油圧機器の生産を開始。２００８年９月に同工場の拡
張を図り、２００９年１月には舶用油圧ユニットの現地生産を開始。

（億円/各期の数値は累計）
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受注

289

550

715
841

109

275

465

700

0

0

0

0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

売上

230

472

682

849

143

290

471

650

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

営業損益

26

50

70
83

11
19

43
50

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

（11月公表　700）

（11月公表　650）

（11月公表　30）



その他その他
主要製品：　建設機械　他

　参考　

２００９年４月１日付で建設機械事業を分社化し、
「株式会社KCM」設立

→建設機械事業は今期より「その他」セグメントに含む

売上

254

568

798

1,035

172

428

690

1,000

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

営業損益

9

18

26

42

0 0

▲2▲31Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2009年度

見通し

2Q 3Q

（11月公表　1,000）

（11月公表　0）

建設機械含むベース
1,059億円

建設機械含むベース
29億円
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受注

321

632

886
1,055

135

429

676

1,000

1Q 2Q 3Q 2008年度 1Q 2Q 3Q 2009年度
見通し

建設機械含むベース
1,118億円 （11月公表　1,100）

（億円/各期の数値は累計）



財政状態およびキャッシュフロー財政状態およびキャッシュフロー

１，３５３

▲１，２０１

▲４６８

　　▲７３２

2008年度

3Q累計

▲１，５１３フリーキャッシュフロー

１，５１６財務キャッシュフロー

▲５２６投資キャッシュフロー

▲９８７営業キャッシュフロー

2009年度

3Q累計

【キャッシュフロー】　　

（億円）【財政状態】　　

２，７７９
（１９．５％）

　２，９０４
　(２０．７％)

自己資本
（自己資本比率）

１４，２２８１３，９９７総資産

　１２３％

　３，８９２
　（３，５７３）

2008年度

4Q末

１８３％NET Ｄ／Ｅレシオ

５，４４２
（５，１１３)

有利子負債残高
（NET有利子負債）

2009年度

3Q末

（億円）

注） 有利子負債残高にはリース債務を含む　
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Ⅱ．２００９年度通期業績見通し



連結受注高・売上高・損益見通し連結受注高・売上高・損益見通し

実績/
前提

レート

０▲８７３０３０１１７当期純利益

９０９０１０１ドル（￥/＄）

０▲２３７５０５０２８７営業利益

０▲２８７１００１００３８７経常利益

１３０１３０１４２ユーロ（￥/EUR)

▲１，５８５

▲４，８０５

前年対比

増　減

▲２００

▲２００

11月公表比今回公表11月公表実績

１１，８００

１０，６００

１２，０００１３，３８５売 上 高

１０，８００１５，４０５受 注 高

2009年度見通し2008年度

（億円）

【受注高】

大口受注があったプラント・環境の
見通しを引き上げる一方、市場環境
の低迷により船舶と汎用機等の見通
しを引き下げ

【売上高】　　

北米市場での販売減により、汎用機

の見通しを引き下げ

【損益】

減収の影響はあるものの、アジア地

域をはじめとする新興国市場への積

極的展開、固定費の圧縮、生産性の

向上等、経営全般にわたる収益改善

諸策を引き続き強力に推進すること

により、前回公表値を据置き

注）前提レートは見通し公表時の為替エクスポージャーに対して適用

（参考）為替影響度
１円の変動による影響額
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（億円）

営業利益 経常利益

ドル ９ ７

ユーロ １ ０



セグメント別業績見通しセグメント別業績見通し

今回公表11月公表実績今回公表11月公表実績今回公表11月公表実績

５０５０２８７１１，８００１２，０００１３，３８５１０，６００１０，８００１５，４０５合　　　計

００４２１，０００１，０００１，０３５１，０００１，１００１，０５５そ　の　他

５０３０８３６５０６５０８４９７００７００８４１油圧機器

▲２８０▲２６０▲１０１２，２００２，４００３，３６４２，２００２，４００３，３６４汎　用　機

７５６０８９１，０００１，０００１，０５１１，３００９００８３６プラント・環境

７０７０１１０２，０００２，０００１，９５１２，２００２，２００３，５５５ガスタービン・機械

２５２５▲４１１，８００１，８００２，００４１，６００１，６００２，３９１航空宇宙

９０９０１１３１，６５０１，６５０１，８６４１，４００１，４００２，６４６車　　　両

２０３５▲１０１，５００１，５００１，２６４２００５００７１５船　　　舶

2009年度見通し2008年度2009年度見通し2008年度2009年度見通し2008年度

営業損益売上高受注高

（億円）
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研究開発費・設備投資・期末従業員数研究開発費・設備投資・期末従業員数

（億円・人）

３２，２６６

７，９５５

２４，３１１

４４３

８２４

３８２

2008年度実績 2009年度見通し

５２０減価償却費

設備投資 ７１０

３２，１００

７，７００

２４，４００

３８０

期末従業員数

海　　外

国　　内

研究開発費
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世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する
“Global Kawasaki”

ご注意
本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で把握可能な情報に基づき当社が判断した見通しで
あり、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控え下
さるようお願い致します。実際の業績は、外部環境及び内部環境の変化によるさまざまな重要な要素により、これらの見通
しとは大きく異なる結果となり得ることを御承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域
をとりまく経済情勢、対米ドルをはじめとする円の為替レート、税制や諸制度などがあります。


